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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第２四半期
連結累計期間

第66期
第２四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

売上高 （千円） 14,391,082 14,743,792 27,451,390

経常利益 （千円） 968,765 879,414 1,453,831

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 434,056 382,026 646,643

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 619,782 480,892 1,005,187

純資産額 （千円） 9,947,946 10,665,914 10,333,351

総資産額 （千円） 18,176,292 18,000,716 17,157,365

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 29.26 25.76 43.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 45.8 49.2 50.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 708,177 590,002 1,297,106

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △302,604 △337,514 △516,039

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 61,189 △682,797 △438,988

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,034,555 1,479,560 1,909,871

 

回次
第65期

第２四半期
連結会計期間

第66期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

自　平成27年７月１日
至　平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.62 15.99

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府及び日本銀行による経済・金融政策の効果により、好調

な企業業績を背景に引き続き回復基調にあります。しかしながら上海株式市場の暴落に端を発した中国経済の先行

きに対する懸念など外的な要因が重なり、株式・為替市場ともに値動きの激しい不安定な状況が続いております。

消費税率引き上げの影響は一巡し、実質所得の下げ止まりや雇用の改善により、個人消費にも持ち直しの動きが見

られますが、先行きの不透明感から節約志向も高まっており、本格的な回復には至っておりません。

このような状況のもと、当社グループの主要事業である卸売事業においては、モデル住宅を活用した工務店への

営業支援による需要の掘り起こしを進め、小売事業においては、主力大型店３店舗の改装とリニューアルセールの

実施など消費の回復に努めてまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高147億43百万円（前年同四半期比2.5％増）、営業利

益８億72百万円（同9.7％減）、経常利益８億79百万円（同9.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益３億82

百万円（同12.0％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①　卸売事業

住宅市場は、徐々に回復に向かっており、４月から８月までの新設持家着工戸数は全国で123千戸（前年同期

比3.7％増）、北海道で５千戸（同1.5％増）とわずかながら前年を上回る水準で推移しております。このような

状況のもと、輸入関連商品などの新商品の開発と販売強化、提案型モデル住宅「Ｓｋｏｇのいえ」による需要の

創出に努めてまいりましたが、円安による仕入原価の上昇や、運送費などの経費の増大により、売上高59億39百

万円（前年同四半期比2.8％増）、営業利益４億85百万円（同7.0％減）となりました。

②　小売事業

個人消費の回復に伴いホームセンター業界も徐々に明るさを取り戻しつつありますが、当社グループの市場で

ある北海道においては、個人の消費マインドは依然として力強さに欠ける状況が続いております。このような状

況のもと、大型店３店舗の大規模改装によるお客様の利便性拡大と、各種イベント企画による来店客数の増大に

努めてまいりましたが、同業他社や他業種との競合による価格競争や、リニューアルセールに伴う経費が先行し

たことなどから、売上高83億41百万円（前年同四半期比1.9％増）、営業利益４億68百万円（同10.6％減）とな

りました。

③　不動産事業

賃貸資産の運用により、売上高１億２百万円（前年同四半期比1.9％減）、営業利益66百万円（同12.1％増）

となりました。

④　足場レンタル事業

住宅着工が伸び悩む中、旭川営業所の開設による市場の拡大と、非住宅系の大型物件の受注により、売上高３

億60百万円（前年同四半期比11.5％増）、営業利益71百万円（同8.2％増）となりました。

EDINET提出書類

株式会社キムラ(E02823)

四半期報告書

 3/19



(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第２四半期連結会計

期間末に比べ５億54百万円減少して14億79百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果による資金の増加は５億90百万円（前年同四半期は７億８百万円の獲得）となりました。これは

主に、売上債権が８億60百万円、仕入債務が８億65百万円それぞれ増加し、税金等調整前四半期純利益が８億76百

万円となったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果による資金の減少は３億37百万円（前年同四半期は３億２百万円の使用）となりました。これは

主に、子会社における店舗改装等による有形固定資産の取得に伴う支出３億54百万円があったことによるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果による資金の減少は６億82百万円（前年同四半期は61百万円の獲得）となりました。これは主

に、短期借入金２億50百万円及び長期借入金２億57百万円の返済による支出があったことによるものであります。

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,400,000

計 50,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 15,180,000 15,180,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 15,180,000 15,180,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 15,180,000 － 793,350 － 834,500
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

有限会社木村管財 札幌市中央区界川3-2-65 4,254 28.03

キムラ取引先持株会 札幌市東区北６条東2-3-1㈱キムラ内 1,837 12.11

有限会社カネキ 札幌市中央区界川3-2-65 1,014 6.69

株式会社北海道銀行 札幌市中央区大通西4-1 734 4.84

木村　勇介 札幌市中央区 697 4.59

木村　勇市 札幌市中央区 646 4.26

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社
東京都中央区晴海1-8-11 455 3.00

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西3-7 386 2.54

木村　リサ 札幌市中央区 250 1.65

飯島　奈美 千葉県浦安市 244 1.61

木村　建介 北海道恵庭市 244 1.61

計 － 10,767 70.93

　（注）当社は自己株式347,124株を保有しておりますが、上記の大株主から除いております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    347,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,830,100 148,301 －

単元未満株式（注） 普通株式      2,800 － －

発行済株式総数 15,180,000 － －

総株主の議決権 － 148,301 －

　（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式24株が含まれております。

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社キムラ
札幌市東区北六条東二丁

目３番１号
347,100 － 347,100 2.29

計 － 347,100 － 347,100 2.29

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社キムラ(E02823)

四半期報告書

 8/19



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,916,794 1,486,610

受取手形及び売掛金 1,752,823 2,613,886

商品 2,442,703 2,780,879

販売用不動産 152,229 152,229

その他 331,296 315,881

貸倒引当金 △2,536 △3,642

流動資産合計 6,593,311 7,345,846

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,342,278 4,352,630

土地 2,420,343 2,419,361

その他（純額） 2,196,721 2,314,301

有形固定資産合計 8,959,343 9,086,293

無形固定資産 19,256 18,038

投資その他の資産   

その他 1,589,508 1,561,040

貸倒引当金 △4,054 △10,502

投資その他の資産合計 1,585,454 1,550,538

固定資産合計 10,564,054 10,654,870

資産合計 17,157,365 18,000,716

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,880,932 2,745,932

短期借入金 1,492,500 1,130,000

未払法人税等 332,083 412,038

賞与引当金 111,543 150,575

その他 665,453 676,816

流動負債合計 4,482,512 5,115,362

固定負債   

長期借入金 1,332,500 1,187,500

役員退職慰労引当金 37,730 37,730

退職給付に係る負債 223,433 236,773

資産除去債務 233,565 235,924

その他 514,272 521,511

固定負債合計 2,341,501 2,219,439

負債合計 6,824,014 7,334,801
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 793,350 793,350

資本剰余金 834,500 834,500

利益剰余金 6,811,168 7,044,866

自己株式 △132,934 △132,934

株主資本合計 8,306,083 8,539,781

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 189,808 170,211

繰延ヘッジ損益 △103 －

土地再評価差額金 148,982 148,982

その他の包括利益累計額合計 338,687 319,193

非支配株主持分 1,688,580 1,806,939

純資産合計 10,333,351 10,665,914

負債純資産合計 17,157,365 18,000,716
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 14,391,082 14,743,792

売上原価 10,811,604 11,145,410

売上総利益 3,579,477 3,598,382

販売費及び一般管理費   

従業員給料及び賞与 993,711 1,045,598

賞与引当金繰入額 140,264 150,575

退職給付費用 17,765 22,837

貸倒引当金繰入額 1,039 1,296

その他 1,460,638 1,505,355

販売費及び一般管理費合計 2,613,418 2,725,661

営業利益 966,058 872,720

営業外収益   

受取利息 373 427

仕入割引 42,683 41,795

その他 18,755 23,426

営業外収益合計 61,812 65,649

営業外費用   

支払利息 22,180 15,582

売上割引 35,669 35,924

その他 1,256 7,448

営業外費用合計 59,106 58,955

経常利益 968,765 879,414

特別利益   

固定資産売却益 2,129 462

受取保険金 9,374 －

特別利益合計 11,503 462

特別損失   

固定資産除売却損 854 3,038

特別損失合計 854 3,038

税金等調整前四半期純利益 979,414 876,839

法人税、住民税及び事業税 419,368 397,730

法人税等調整額 △19,878 △21,124

法人税等合計 399,490 376,606

四半期純利益 579,923 500,232

非支配株主に帰属する四半期純利益 145,866 118,205

親会社株主に帰属する四半期純利益 434,056 382,026
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 579,923 500,232

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 38,950 △19,543

繰延ヘッジ損益 908 202

その他の包括利益合計 39,858 △19,340

四半期包括利益 619,782 480,892

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 473,430 362,533

非支配株主に係る四半期包括利益 146,352 118,358
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 979,414 876,839

減価償却費 240,859 242,339

賞与引当金の増減額（△は減少） 27,211 39,032

貸倒引当金の増減額（△は減少） 789 7,554

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △8,576 13,339

受取利息及び受取配当金 △7,712 △10,735

支払利息 22,180 15,582

固定資産除売却損益（△は益） △1,275 2,575

受取保険金 △9,374 －

売上債権の増減額（△は増加） △548,863 △860,994

たな卸資産の増減額（△は増加） △348,397 △338,176

仕入債務の増減額（△は減少） 639,603 865,000

未払消費税等の増減額（△は減少） 65,377 4,497

その他 37,045 60,357

小計 1,088,282 917,213

利息及び配当金の受取額 7,711 10,734

利息の支払額 △22,508 △15,537

保険金の受取額 9,374 －

法人税等の支払額 △374,681 △322,408

営業活動によるキャッシュ・フロー 708,177 590,002

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △221 △126

有形固定資産の取得による支出 △95,801 △354,339

有形固定資産の売却による収入 2,129 25,462

無形固定資産の取得による支出 △9,100 △200

投資有価証券の取得による支出 △201,252 △2,038

貸付けによる支出 － △8,040

貸付金の回収による収入 1,641 1,767

投資活動によるキャッシュ・フロー △302,604 △337,514
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 600,000 △250,000

長期借入金の返済による支出 △355,000 △257,500

自己株式の取得による支出 △119 －

配当金の支払額 △147,886 △146,832

リース債務の返済による支出 △35,804 △28,465

財務活動によるキャッシュ・フロー 61,189 △682,797

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 466,763 △430,310

現金及び現金同等物の期首残高 1,567,791 1,909,871

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,034,555 ※ 1,479,560
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　

平成25年９月13日）等を第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計

期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 2,041,313千円 1,486,610千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △6,758千円 △7,050千円

現金及び現金同等物 2,034,555千円 1,479,560千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日

定時株主総会
普通株式 148,331 10 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日

定時株主総会
普通株式 148,328 10 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 卸売事業 小売事業 不動産事業
足場レンタル

事業
合計

売上高      

外部顧客への売上高 5,777,489 8,185,704 104,487 323,400 14,391,082

セグメント間の内部売上高
又は振替高

289,236 3,633 11,328 － 304,197

計 6,066,726 8,189,337 115,815 323,400 14,695,279

セグメント利益 522,399 523,821 59,608 65,719 1,171,550

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,171,550

セグメント間取引消去 △1,462

全社費用（注） △204,029

四半期連結損益計算書の営業利益 966,058

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 卸売事業 小売事業 不動産事業
足場レンタル

事業
合計

売上高      

外部顧客への売上高 5,939,205 8,341,499 102,461 360,626 14,743,792

セグメント間の内部売上高
又は振替高

298,098 2,570 13,608 － 314,276

計 6,237,303 8,344,069 116,069 360,626 15,058,069

セグメント利益 485,928 468,163 66,817 71,086 1,091,995

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,091,995

セグメント間取引消去 △564

全社費用（注） △218,711

四半期連結損益計算書の営業利益 872,720

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 29円26銭 25円76銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
434,056 382,026

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
434,056 382,026

普通株式の期中平均株式数（株） 14,832,966 14,832,876

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月13日

株式会社キムラ

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠河　清彦　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 石若　保志　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キムラ

の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平成27

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キムラ及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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